疾病対策
・疾病対策とは
ある疾病に対して「対策」するためには、今皆さんが学んでいる医学の知識以外にも様々な知識が必要となります。例えば肥満を例にとっても、単に「食べ過ぎと運動不足に注意」と言うだけで、肥満人口を減らすことはできません。食生活に影響を及ぼす因子（食育、地域の食文化、スーパーマーケットまでの距離、野菜の値段、テレビコマーシャル、ストレスなど）、運動に影響を及ぼす因子（地域の安全、車依存、就学・就労状況など）、それに介入できるのがどの立場のどのような人々なのか、などを知らなくては、有効な対策を取ることはできません。

　・今回のワークでは、
　医学を学ぶ皆さん向けに、疾病対策から見えてくる社会医学研究の幅と深さを理解いただき、実践へとつながり得る研究の在り方について議論します。主にアレルギー疾患やがん対策、災害医療などの話題を扱いますが、興味のあるテーマの提案も歓迎します。

・到達目標
将来の医療政策・疾病対策における医療実装の基盤となる知識、研究と実践を概観することで、以下の内容を習得します。
1）地域住民の健康を管理するメディカルケアマネジャーのような位置付けの役割を概説できる
2）多様な医療職種と連携し実効性のある計画を提案できる
3）対話と議論を通して課題解決と実践に結びつけられるための基本姿勢の重要性を説明できる
4）健康や医療に関する計画（疾病対策、医療計画）の内容を理解し、現状の医療の課題と将来像について概観できる

地域の文化から政治まで、社会医学の幅広さを学んでいただけたら嬉しいです。
皆さんの参加をお待ちしています！
